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学校運営協議会 ＆ 地域・園・学校協働本部を開催 

 5 月 9 日（火）に今年度第 1 回の学校運営協議会と地域・園・学校協働本部が開催されました 

第 1 回の学校運営協議会は、小中学校長から今年度の経営方針の説明があり承認されました。 

 

《小学校の経営方針の概略》 

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の３つを大事にしていく。「確かな学力」は「心」と

「体」が楽しく健康な状態にしていくことで身に付けさせたい。この 3 つが重なった時に生まれ

る笑顔を大切にしていきたい。笑顔とは、子どもたちにとっては「自己肯定感」や「自己有用感」

であり、教職員にとっては子どもの笑顔を見ることが働きがいにつながると考えている。 

《中学校の経営方針の概略》 

坂祝中の良さは「気持ちの良い挨拶ができる、礼節が概ね身に付いている、

授業に落ち着いて取り組める、自分の仕事に責任を持って取り組める」があ

る。今年度は積極的な会話を通して問題解決を図り、人間関係を深め、夢や目

標に向かってモチベーションを高めて、その中で「自信」と「誇り」が身に付

くことを願っている。 

 

《質問等》 

Ｑ 経営方針で昨年度と変わったところは？ 

中学校：従来の校則は従うものだという意識だったが、校則でおかしいと思うところがあった場合は、自分た 

ちでよく考えて話し合って進めていこうという方向である。行事については、1 年生は坂祝の川を 

ラフティングで坂祝の町を眺めることを考えている。 

  小学校：今年強く打ち出したのは、豊かな心の部分で「心のこもった自分からあいさつ」「ありがとうの励 

行」である。特に、重点の「自分から３…自分から学ぶ、自分からあいさつ、自分から守る」を子ど 

もたちに意識させて一緒につくり出していこうと考えている。 

   

 

 

第 1回幼稚園運営協議会開催 

5 月 22 日（月）に、今年度第 1 回の幼稚園運営協議会が開催され、園の経営方針が承認されました。 

《園の経営方針》 

次の三つを重点としていく。①子どもたちが主体的に「やってみたい。こうしたい。楽しい。できた。」

と言える遊びの環境の構成を考えることで遊びを通した教育活動の充実を図る。②個の特性を理解した支

援の充実を図る。そのために、子どもの理解や特別支援教育の体制強化、保護者とのコミュニケーション

を大事にしていく。③幼小連携を大事にして、小学校教育とつなぐ取り組みを強化していく。 

《ご意見等》 

・夢中になり、工夫して遊ぶ姿がある。担任は子どもたちの主体性を促し、後押しをする 

指導を行っている。 

・地域でも成長を温かく見守っていきたい。 

 

地域・園・学校協働本部 

学校運営協議会の後、ふるさと絆委員会、地域・スポーツ委員会、多文化 

共生委員会の 3 つに分かれて、今年度の活動計画やあいさつ運動について 

話し合いがされました。 
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 今年度、運営協議会の会長、副会長、協働本部３つの委員会の委員長を務めていただいている方々を紹介しま

す。 
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運営協議会副会長 

 

梅田千枝子さん 

協働本部長 

多文化共生委員長 

 

菅沼 誠嗣さん 

地域・スポーツ委員長 

今年度からふるさと絆委員

長を務めさせていただきま

す。子どもたちから「だい

すき！SAKAHOGI」と言って

もらえるよう、ＣＳを盛り

上げていきたいと思ってい

ます。  

運営協議会の副会長を務めま
す足立です。坂祝の未来を担う
子どもたちの「笑顔」「元気」
「豊かな成長」に全力投球しま
す。今の時代だからこそ地域の
皆様と「チーム坂祝」で。 

外国籍の子どもたちが安心して楽

しく学習したり、遊んだり、話し合

ったりできる居場所を作り、明るい

未来と健やかな成長に寄与したい

と思っています。学校、関係機関、

地域の協力のもとで充実した支援

活動を願っています。 

スポーツを通じて人と人
とのふれあいや連帯感を
強めるとともに、スポーツ
との出会いの場や実践の
機会を提供していきたい
と思います。 

 

 

小島 利成さん 

ふるさと絆委員長 

運営協議会の会長を務めさせ
ていただいています。ＣＳ活
動が子どもたちの健やかで心
豊かな成長をもたらし、将来
に羽ばたく「さかほぎ人」とし
ての活躍を地域と学校、家庭
で連携し支援していきます。 

あいさつの輪を広げよう 

毎月1日は「あいさつ運動の日」 

小学校、校長先生の経営方針の中に「坂祝だいすき」な子にしたいという内容がありました。その

ためには、地域の方々と顔見知りになることが大事であり、その手段の一つとして挨拶を大事にした

いということでした。その思いを受けて、協働本部の３部会で挨拶について話題にしてもらいました。 

その結果、月１回の「あいさつ運動」にＣＳも参加することになりました。 

地域の皆様も、毎月 1 日には家の前などで出会った子どもたちと挨拶を交わしていただけたらと 

思います。顔見知りになることで、子どもたちは安心と安全な地域で過ごすことができます。 

ご協力をよろしくお願いします。 

 

  全体会で説明があったように、委員会の後、委員長さんたちで話を詰められました。 

結果、毎月１回の挨拶運動にＣＳも参加する方向になりました。ご協力をよろしくお願

いします。 


